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　５月15～23日にかけて、町内４

会場で議会報告会を開催しました。

参加者は120名でした。

　テーブルごとの懇談では、災害

対応に関する質問や高齢化対策へ

の要望など、多くの意見が出され

ました。
議会報告会
開催しました
議会報告会
開催しました

第９回第９回
町政に かします みなさんの生 声

観光整備をすすめては

教育・子育てはどうする
○北野にはスポーツ施設がある。大刀
洗にもできないか。

○高齢者の運転免許返納への支援は。
コミュニティバスが必要では。

○世代間交流を進めて、高齢者の生き
がいと居場所作りの両立を。

○学校空調設置はありがたい。保護者
負担はあるのか。

〇希望の保育園に入れず校区外の保
育園に入園している。待機児童の解
消、定員増はできないか。

○不審者から声をかけられる事案も
ある。防犯ブザーを配布できないか。

〇大刀洗ならではの原風景をいかし
た観光政策を目指しては。

〇役場の貸自転車の存在を知らない
人が多いのでは。貸し出し手続きの
簡素化も必要。

○下高橋官衙遺跡を有効利用できな
いか。憩える場所にしてほしい。

高齢者が増えていくが

〇防災ラジオは災害が発生しやすい
地域に無料配布しては。区長、民生
委員だけでなく区議員にも貸し出
せないか。

〇屋外スピーカーも検討してほしい。

〇校区センターは雨戸がない。防災施
設として大丈夫か。

災害対応の充実を

○大堰駅踏切は改良できないか。でき
ないなら理由を説明すべきでは。

○通学路の安全は確認できているの
か。カーブミラー、信号など対応して
ほしい。

○緊急車両が通れない道があるので
拡幅してほしい。

道路整備の課題は

ごみ問題への対策は

空き家への対応は

こ
ん
な
意
見
も

　
　
　
い
た
だ
き
ま
し
た

○ごみ分別が周知されていないので、
注意喚起してほしい。

○リサイクルを推進するには、回収団
体にお金を還元するなど、新しい取
り組みが必要では。

○廃プラスチックの回収箱は校区セ
ンターにも置けないか。

○草が繁茂して困っている。空き家を
把握しているなら、町から管理指導
してほしい。

○危険家屋の対応を真剣に考えてほし
い。町で取り壊しはできないのか。

○相続人はいるが帰ってこない家屋
は、町が管理して賃貸などを実施し
てみてはどうか。

　手
話
通
訳
者
は
、病
気
や
事

故
の
時
に
派
遣
し
て
も
ら
え
る

と
助
か
る
が
。

　近
隣
に
比
べ
る
と
議
員
数
が

多
い
の
で
は
。な
り
手
不
足
に
な

ら
な
い
検
討
を
。

　分
野
別
に
担
当
の
常
任
委
員

会
で
審
議
し
、議
会
だ
よ
り
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

分
野
別
に
整
理
し
、

常
任
委
員
会
に
付
託

委
員
会
で
対
応
を
協
議

結
果
を
報
告
、提
言

　冨
多
区
へ
の
定
住
促
進
住
宅

建
設
は
、駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

よ
く
、少
子
化
対
策
に
な
る
の

で
は
。　菊

池
校
区
は
ア
パ
ー
ト
建
設

が
多
い
。ス
カ
イ
ラ
ー
ク
菊
池

の
今
後
の
入
居
率
が
心
配
。

　工
事
や
開
発
行
為
の
際
は
、事

前
に
近
隣
住
民
に
説
明
会
を
す

べ
き
で
は
。

　企
業
誘
致
の
具
体
策
は
な
い
の

か
。飲
食
店
を
誘
致
で
き
な
い
か
。

みなさんから
いただいた　　  は…

声
６月７月8月

報告会の後半はテーブルごとに懇談しています（菊池）

今年も多くの皆さんにお越しいただきました（大堰）
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小
中
学
校
の
普
通
教
室
な
ど
へ
の
空
調

機
器
設
置
契
約
が
審
議
さ
れ
、
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

　

学
校
空
調
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

の
請
願
を
受
け
、
議
会
か
ら
も
早
期
設
置

を
求
め
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
審
議
で
は
、

お
も
に
中
学
校
北
校
舎
に
設
置
す
る
パ
ネ

ル
式
の
機
器
を
め
ぐ
り
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

㈱
福
岡
電
設（
福
岡
市
）

　

金
額　

２
億
１
０
６
０
万
円（
税
込
）

　

工
期　

９
月
30
日
ま
で

　
　
　
　

夏
休
み
期
間
に
設
置
工
事
予
定
。

議員
　

中
学
校
の
パ
ネ
ル
式
冷
暖
房
は

学
校
の
空
調
方
式
と
し
て
適
切
か
。

集
中
管
理
は
で
き
る
の
か
。

課長
　

今
回
設
置
す
る
空
調
機
器
は
す
べ

て
集
中
管
理
で
き
る
。

議員
　

教
室
南
側
へ
パ
ネ
ル
を
設
置
し

て
、
採
光
に
問
題
は
な
い
の
か
。

課長
　

採
光
は
設
計
段
階
で
確
認
し
て
ク

リ
ア
し
て
い
る
。

議員
　

入
札
に
90
％
の
最
低
制
限
価
格

を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

課長
　

国
・
県
の
指
導
に
従
っ
て
設
定
し

て
い
る
。

税
条
例
の
改
正

　

地
方
税
法
の
改
正
に
と
も
な
い
、
国
保

税
の
課
税
上
限
額
を
引
き
上
げ
る
な
ど
。

（
専
決
処
分
）

　

住
民
負
担
の
増
に
つ
い
て
は
議
会
に
か

け
る
べ
き
で
、
町
長
の
専
決
に
よ
る
決
定

は
承
認
で
き
な
い
。

空
調
設
置
工
事
の
請
負
契
約
を
可
決

4・5月
臨時会

小中学校

　

従
来
型
の
送
風
に
よ
る
冷
暖
房

で
は
な
く
、
格
子
状
の
ラ
ジ
エ
ー

タ
ー
（
パ
ネ
ル
）
内
を
冷
水
・
温

水
を
循
環
さ
せ
て
冷
房
と
暖
房
を

行
う
新
発
想
の
冷
暖
シ
ス
テ
ム
。

暑い中での授業参観

討 

論

林平
田（
康
）

平
山

平
山

長
野

　

議
決
直
前
に
提
示
さ
れ
た
性
能

表
で
は
、
パ
ネ
ル
式
は
エ
ア
コ
ン

よ
り
も
冷
房
能
力
が
低
い
と
判
明

し
た
。
教
室
に
は
適
さ
な
い
。
従

来
型
の
エ
ア
コ
ン
を
望
む
。

　

機
器
は
現
地
調
査
な
ど
を
も

と
に
十
分
検
討
し
決
定
し
た
。

　

風
が
な
い
た
め
ウ
イ
ル
ス
が

拡
散
し
な
い
、
電
気
代
が
安
い
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

早
期
設
置
は
求
め
て
き
た
が
、

パ
ネ
ル
式
冷
暖
房
は
公
立
小
中
学

校
へ
の
導
入
実
績
は
ゼ
ロ
。
効
果

や
費
用
の
点
で
も
疑
問
が
残
る
。

　

実
績
が
少
な
い
こ
と
を
危
惧
さ

れ
て
い
る
が
、
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。

賛 成 反 対

反
対
討
論
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４
月
25
日
・
５
月
22
日
に
臨
時
会

が
招
集
さ
れ
、
小
中
学
校
の
空
調
設

置
や
冨
多
へ
の
定
住
促
進
住
宅
の
整

備
事
業
契
約
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
定
例
会
は
11
日
か
ら

11
日
間
の
会
期
で
招
集
さ
れ
、
補
正

予
算
や
委
員
会
条
例
の
改
正
な
ど
を

審
議
し
ま
し
た
。（
賛
否
は
６
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

パ
ネ
ル
式
空
調
と
は
？



学校の大規模改修工事契約も
大
刀
洗
小
学
校
・
北
校
舎
な
ど

＊
契
約
金
額

　
１
億
５
４
０
０
万
円（
税
込
）

＊
工
期

　
令
和
元
年
12
月
10
日
ま
で

半
田
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　（久
留
米
市
）

　通
級
指
導
教
室
の
変
更
、

ト
イ
レ
の
洋
式
化
・
乾
式
化

や
北
校
舎
・
給
食
室
な
ど
の

内
外
装
の
改
修
、
西
側
駐
車

場
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　準
備
室
を
通
級
指
導
職
員

室
と
指
導
個
室
へ
変
更
。
ト

イ
レ
の
洋
式
化
・
乾
式
化
。

照
明
の
L
E
D
化
や
床
、
壁

な
ど
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

大
刀
洗
中
学
校
南
校
舎

＊
契
約
金
額

　
９
１
８
５
万
円（
税
込
）

＊
工
期

　
令
和
元
年
11
月
30
日
ま
で

小
林
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　（久
留
米
市
）

　

３
カ
所
目
と
な
る
定
住
促
進
住
宅
整
備
事

業
の
契
約
締
結
に
つ
い
て
審
議
し
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。
大
堰
駅
南
側
に
建
設

予
定
で
す
。

＊
事
業
者　
（
株
）冨
多
定
住
促
進

＊
契
約
金
額　

　
　

６
億
１
２
１
４
万
５
９
４
６
円（
税
込
）

＊
仕　
　

様　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
５
階
建
て
25
戸

＊
事
業
期
間　

令
和
32
年
３
月
31
日
ま
で
の

　
　
　
　
　
　

30
年
間
。

議員
　

建
設
予
定
地
の
近
く
に
危
険
な

踏
切
・
交
差
点
が
あ
る
が
、
さ
ら

に
混
乱
す
る
の
で
は
。

課長
　

25
世
帯
が
入
る
こ
と
で
交
通
量
な

ど
増
え
る
の
で
、
大
堰
駅
の
踏
切
の

安
全
対
策
は
関
係
機
関
と
引
き
続
き

協
議
し
て
い
く
。

議員
　

低
層
の
住
宅
地
に
５
階
建
て
が

建
設
さ
れ
る
こ
と
で
、
環
境
や
周

辺
へ
の
対
応
は
。

課長
　

電
波
障
害
や
日
照
問
題
は
対
応
し

て
も
ら
う
。
日
照
に
関
し
て
は
特
に

問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

定
住
促
進
住
宅
の
契
約
を
可
決

冨多
  地区

工事が始まった３カ所目の定住促進住宅（冨多）

討 論

反 対
平田（利）

反 対
平山

　官が民を苦しめるような事業は
やめてもらいたい。

　分譲や民間の賃貸、空き家などが増
加しているなか、詳細な検討がされな
いままに校区に１棟ずつという方針は
承認できない。

　区長要望に基づく事業であり、すで
に用地も確保されている。すみやかに
議決すべき。

賛 成
平田（康）
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手 話

声

通訳あります

の議会だより
お届けします

本会議に手話通訳者を
配置できます。

議会だよりの全文朗読をCDに
収録して自宅にお届けします。

議会事務局 ℡77-4112（FAXも同じ）

お問い合わせ

お問い合わせ

社会福祉協議会 ℡77-4877

モ ニ タ ー
議会

　６月25日、議会モニター
の皆さんと懇談し、６月議会
の傍聴を通しての感想や、審
議内容について意見を交換
しました。
　提言を全議員で共有し議
会の活性化をはかります。

懇談
の

みなさんと

　一
般
質
問
は
、
町
へ
の
要
望
に

す
ぎ
な
い
も
の
が
多
い
の
で
は
。

質
問
す
る
に
し
て
も
地
元
の
声
や

具
体
的
な
要
求
な
ど
、
地
域
と
連

携
し
た
議
員
活
動
が
必
要
だ
と
思

う
。
な
ん
で
も
行
政
ま
か
せ
で
は

な
く
、
で
き
る
こ
と
は
地
域
で

や
っ
て
い
く
意
欲
も
重
要
。

　今
回
は
初
日
か
ら
最
終
日
ま
で
、
自
由

討
議
も
含
め
て
す
べ
て
傍
聴
し
ま
し
た
。

委
員
会
や
協
議
会
も
傍
聴
で
き
る
こ
と
を

知
ら
な
い
人
も
い
る
の
で
、
一
般
の
傍
聴

者
に
も
丁
寧
に
説
明
し
て
ほ
し
い
。

　臨
時
議
会
で
議
案
ご
と
に
休
憩
が
入
る

の
は
要
改
善
と
思
い
ま
す
。

　町
の
答
弁
で
、「
国
や
県
の
管
轄
な

の
で
対
応
で
き
な
い
」
と
い
う
見
解
が

多
か
っ
た
が
、
町
が
関
わ
れ
な
い
部
分

が
あ
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　議
会
を
傍
聴
し
て
初
め
て
町
の
事
業

を
知
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
多
く
の

人
に
傍
聴
に
来
て
も
ら
い
た
い
。

　交
通
手
段
の
確
保
は
町
の
大

き
な
課
題
。
免
許
返
納
者
へ
の

助
成
も
よ
く
考
え
て
ほ
し
い
。

バ
ス
の
事
業
者
と
も
協
議
し
て

よ
り
よ
い
方
法
を
。
採
算
が
と

れ
な
い
の
は
当
然
な
の
で
、
住

民
の
立
場
で
検
討
を
。

こんな声も
いただきました

　議員の問題意識や政策を知る
ことができた。身近な問題の現
状も分かった。

　さまざまな課題での町と県の
住み分けが理解できた。

　質問時間は1人60分あるの
に、時間を残す議員が多くもっ
たいない。

　もっと質問を掘り下げてほし
い。町への要望で終わっている。

　議会傍聴は町を知る原点だと
感じた。

傍
聴
席
か
ら

国や県との連携は

地域と連携した活動を
丁寧な会議案内を

住民の立場で
議論を

安
丸
眞
一
郎

黒
木 

德
勝

森
田 

勝
典

林　

 

威
範

平
田 

利
治

松
熊
武
比
古

長
野 

正
明

平
田 

康
雄

高
橋 

直
也

平
山 

賢
治

花
等 

順
子

山
内  　

剛

会
議
の
結
果

臨
時
会

４
月
25
日

専　　　決
税条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 承認

国民健康保険税条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ー 承認

議　　　案 小中学校の空調設置工事契約 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ー 可決

５
月
22
日

補　　　正 平成31年度一般会計 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 可決

専　　　決 令和元年度一般会計補正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ー 承認

議　　　案 定住促進住宅整備事業関連（２件） 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 × × ー 可決

定
例
会

令和元年度
補正予算

一般会計（専決） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 承認

一般会計、下水道特別会計 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 可決

議　　　案
請負契約の締結（２件）、条例の制定（１件）
町道の認定（１件）・廃止（１件）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 可決

発　　　議 委員会条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 可決

議長は採決に加わりません。

（○…賛成、×…反対）私はこう判断

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

　
　
　
　
　
　

事
業
費
な
ど
追
加

６月
定例会

　

10
月
か
ら
の
消
費
税
の
引
き
上
げ

に
と
も
な
い
、
非
課
税
者
と
３
歳
未

満
の
子
育
て
世
代
に
対
し
て
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

　

そ
の
事
業
費
９
６
７
９
万
円
な
ど

総
額
１
億
３
０
４
５
万
円
を
追
加
し

ま
し
た
。

　

農
業
集
落
排
水
の
大
堰
処
理
施
設

の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
２
基
の
う
ち

１
基
が
老
朽
化
に
よ
り
故
障
、
停

止
し
て
い
る
た
め
取
り
替
え
ま
す
。

175
万
円
を
追
加
。

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
創
設
に
と
も

な
い
、
森
林
整
備
お
よ
び
促
進
に
関
す

る
費
用
と
し
て
県
か
ら
の
譲
与
税
を
基

金
に
積
み
立
て
ま
す
。

議員
　

町
内
に
は
森
林
も
な
い
が

使
い
道
は
。

課長
　

木
材
利
用
の
促
進
と
し
て
、

公
共
建
築
物
へ
の
木
製
の
机
、

椅
子
や
遊
具
な
ど
の
購
入
が

考
え
ら
れ
る
。

　

任
期
は
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
４
年
12
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
。

内　容 追加額

プレミアム付商品券事業費 9679万円

菅野橋の災害復旧工事費 2000万円

森林環境譲与税の基金積立金 82万円

補正予算で追加されたおもなもの

下
水
道
特
別
会
計
の
補
正

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

森
林
環
境
譲
与
税
の
基
金
条
例

委員の任期を
　　２年に見直し

　

大
刀
洗
町
議
会
に
は
３
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ

り
ま
す
。
委
員
会
ご
と
の
事
務
量
や
選
任
方
法
な

ど
を
検
討
し
た
結
果
、
任
期
や
所
管
事
務
の
変
更

を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
改
選
後
の
10
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

〇
常
任
委
員
会
の
任
期
を
４
年
か
ら
２
年
に
変
更

　

〇
建
設
経
済
常
任
委
員
会
と
総
務
文
教
厚
生
常
任
委

　
　

員
会
の
所
管
事
務
を
変
更

　

〇
委
員
会
定
数
を
変
更（「
５
人
」→「
５
人
以
内
」な
ど
）
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白根  美穂さん（再）

議員発議



手 話

声

通訳あります

の議会だより
お届けします

本会議に手話通訳者を
配置できます。

議会だよりの全文朗読をCDに
収録して自宅にお届けします。

議会事務局 ℡77-4112（FAXも同じ）

お問い合わせ

お問い合わせ

社会福祉協議会 ℡77-4877

モ ニ タ ー
議会

　６月25日、議会モニター
の皆さんと懇談し、６月議会
の傍聴を通しての感想や、審
議内容について意見を交換
しました。
　提言を全議員で共有し議
会の活性化をはかります。

懇談
の

みなさんと

　一
般
質
問
は
、
町
へ
の
要
望
に

す
ぎ
な
い
も
の
が
多
い
の
で
は
。

質
問
す
る
に
し
て
も
地
元
の
声
や

具
体
的
な
要
求
な
ど
、
地
域
と
連

携
し
た
議
員
活
動
が
必
要
だ
と
思

う
。
な
ん
で
も
行
政
ま
か
せ
で
は

な
く
、
で
き
る
こ
と
は
地
域
で

や
っ
て
い
く
意
欲
も
重
要
。

　今
回
は
初
日
か
ら
最
終
日
ま
で
、
自
由

討
議
も
含
め
て
す
べ
て
傍
聴
し
ま
し
た
。

委
員
会
や
協
議
会
も
傍
聴
で
き
る
こ
と
を

知
ら
な
い
人
も
い
る
の
で
、
一
般
の
傍
聴

者
に
も
丁
寧
に
説
明
し
て
ほ
し
い
。

　臨
時
議
会
で
議
案
ご
と
に
休
憩
が
入
る

の
は
要
改
善
と
思
い
ま
す
。

　町
の
答
弁
で
、「
国
や
県
の
管
轄
な

の
で
対
応
で
き
な
い
」
と
い
う
見
解
が

多
か
っ
た
が
、
町
が
関
わ
れ
な
い
部
分

が
あ
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　議
会
を
傍
聴
し
て
初
め
て
町
の
事
業

を
知
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
多
く
の

人
に
傍
聴
に
来
て
も
ら
い
た
い
。

　交
通
手
段
の
確
保
は
町
の
大

き
な
課
題
。
免
許
返
納
者
へ
の

助
成
も
よ
く
考
え
て
ほ
し
い
。

バ
ス
の
事
業
者
と
も
協
議
し
て

よ
り
よ
い
方
法
を
。
採
算
が
と

れ
な
い
の
は
当
然
な
の
で
、
住

民
の
立
場
で
検
討
を
。

こんな声も
いただきました

　議員の問題意識や政策を知る
ことができた。身近な問題の現
状も分かった。

　さまざまな課題での町と県の
住み分けが理解できた。

　質問時間は1人60分あるの
に、時間を残す議員が多くもっ
たいない。

　もっと質問を掘り下げてほし
い。町への要望で終わっている。

　議会傍聴は町を知る原点だと
感じた。

傍
聴
席
か
ら

国や県との連携は

地域と連携した活動を
丁寧な会議案内を

住民の立場で
議論を
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一般質問は、議員が町政全般について現状

や方針を問うものです。１人あたりの持ち時

間は答弁を含めて60分です。

掲載している内容は、質問者自身が要約し

広報委員会が校正したものです。全文は、議

会ホームページのほか、議会事務局、各校区

センターでもご覧いただけます。

町政を問う！

一 般 質 問

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
計
画
を

進
め
る
の
か
。

町長
　

用
地
測
量
や
建
物
な

ど
の
調
査
を
終
了
し
、

工
事
用
地
、
迂
回
路
な
ど
の
用

地
交
渉
を
進
め
て
い
る
が
難
し

い
。
用
地
の
確
保
が
で
き
る
よ

う
、
今
後
と
も
県
と
調
整
を
図

り
な
が
ら
交
渉
を
進
め
た
い
。

議員
　

猪
丿
本
橋
は
、
一
度

に
大
量
の
水
が
下
流

に
流
れ
な
い
よ
う
に
橋
の
下
部

が
狭
く
な
っ
て
い
る
。
大
雨
が

降
る
と
す
ぐ
に
上
流
部
が
危
険

水
域
に
な
る
。
一
刻
も
早
く
工

事
に
取
り
か
か
り
、
流
域
住
民

の
心
配
を
取
り
除
い
て
い
た
だ

き
た
い
。

を
本
年
度
に
繰
り
越
し
、引
き

続
き
用
地
交
渉
を
進
め
て
い
る
。

　

本
年
度
中
の
完
成
を
目
指

し
、
事
業
を
進
め
た
い
。

地権者と
交渉が進まない

森田　勝典  議員

陣屋川猪丿本橋の
改修状況は

議員
　

西
本
郷
三さ

ん
で田
地
区
に

か
か
る
猪
ノ
本
橋
の
改

修
に
つ
い
て
、
平
成
31
年
１
月

21
日
に
建
設
課
長
か
ら
現
況
説

明
が
あ
っ
た
。

　

内
容
は
、
工
事
の
都
合
に
よ

り
、
住
居
を
一
時
的
に
移
動
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
地
権
者
の

同
意
を
得
て
な
い
と
の
こ
と
。

以
来
、
す
で
に
半
年
を
過
ぎ
た

議員
　

本
郷
駅
送
迎
自
動
車

待
機
所
の
整
備
は
、
平

成
30
年
度
の
注
目
事
業
の
目
玉

と
し
て
１
２
３
４
万
円
の
予
算

が
確
保
さ
れ
た
。

　

平
成
か
ら
令
和
に
移
っ
た

が
、
な
に
も
事
業
が
進
ん
で
い

な
い
。
な
ぜ
か
。

課長
　

昨
年
、
測
量
事
務
を

発
注
し
、
当
該
地
と
隣

接
地
と
の
境
界
を
確
定
し
て
用

地
交
渉
を
進
め
て
き
た
。

　

し
か
し
、町
の
計
画
と
地
権
者

の
意
向
に
買
収
面
積
の
隔
た
り

が
あ
る
た
め
、用
地
買
収
予
算

問.

本
郷
駅
前
自
動
車
待
機
所
の
整
備
は

本
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る

課
長
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が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
計
画
を

進
め
る
の
か
。

町長
　

用
地
測
量
や
建
物
な

ど
の
調
査
を
終
了
し
、

工
事
用
地
、
迂
回
路
な
ど
の
用

地
交
渉
を
進
め
て
い
る
が
難
し

い
。
用
地
の
確
保
が
で
き
る
よ

う
、
今
後
と
も
県
と
調
整
を
図

り
な
が
ら
交
渉
を
進
め
た
い
。

議員
　

猪
丿
本
橋
は
、
一
度

に
大
量
の
水
が
下
流

に
流
れ
な
い
よ
う
に
橋
の
下
部

が
狭
く
な
っ
て
い
る
。
大
雨
が

降
る
と
す
ぐ
に
上
流
部
が
危
険

水
域
に
な
る
。
一
刻
も
早
く
工

事
に
取
り
か
か
り
、
流
域
住
民

の
心
配
を
取
り
除
い
て
い
た
だ

き
た
い
。

を
本
年
度
に
繰
り
越
し
、引
き

続
き
用
地
交
渉
を
進
め
て
い
る
。

　

本
年
度
中
の
完
成
を
目
指

し
、
事
業
を
進
め
た
い
。

地権者と
交渉が進まない

課長課長

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

河
川
改
修
や
自
動

車
待
機
所
の
完
成
を

町
民
は
首
を
長
く
し

て
待
っ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
ス
ピ
ー
ド
感
を

　

持
ち
ま
し
ょ
う
。

陣屋川猪丿本橋の
改修状況は

議員
　

西
本
郷
三さ

ん
で田
地
区
に

か
か
る
猪
ノ
本
橋
の
改

修
に
つ
い
て
、
平
成
31
年
１
月

21
日
に
建
設
課
長
か
ら
現
況
説

明
が
あ
っ
た
。

　

内
容
は
、
工
事
の
都
合
に
よ

り
、
住
居
を
一
時
的
に
移
動
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
地
権
者
の

同
意
を
得
て
な
い
と
の
こ
と
。

以
来
、
す
で
に
半
年
を
過
ぎ
た

議員
　

本
郷
駅
送
迎
自
動
車

待
機
所
の
整
備
は
、
平

成
30
年
度
の
注
目
事
業
の
目
玉

と
し
て
１
２
３
４
万
円
の
予
算

が
確
保
さ
れ
た
。

　

平
成
か
ら
令
和
に
移
っ
た

が
、
な
に
も
事
業
が
進
ん
で
い

な
い
。
な
ぜ
か
。

課長
　

昨
年
、
測
量
事
務
を

発
注
し
、
当
該
地
と
隣

接
地
と
の
境
界
を
確
定
し
て
用

地
交
渉
を
進
め
て
き
た
。

　

し
か
し
、町
の
計
画
と
地
権
者

の
意
向
に
買
収
面
積
の
隔
た
り

が
あ
る
た
め
、用
地
買
収
予
算

議員
　

今
後
の
農
業
振
興
策

は
。
町
独
自
の
補
助
事

業
は
検
討
で
き
な
い
か
。

課長
　

国
・
県
の
補
助
事
業

を
活
用
し
、
経
営
規
模

の
拡
大
、
作
業
の
効
率
化
を
進

め
る
。
ま
た
、
大
刀
洗
町
園
芸

施
設
等
整
備
事
業
の
補
助
上
限

額
や
補
助
対
象
範
囲
の
拡
充
な

ど
を
検
討
す
る
。

議員
　

新
規
就
農
者
を
育
成

す
る
た
め
の
新
し
い
事

業
の
検
討
は
。

課長
　

大
刀
洗
町
園
芸
施
設

等
整
備
事
業
を
さ
ら
に

拡
充
し
、
補
助
条
件
の
さ
ら
な

る
緩
和
、
補
助
上
限
額
の
ア
ッ

プ
な
ど
を
検
討
す
る
。

園芸施設等
整備事業を拡充したい

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

土
壌
改
良
剤
の
補

助
事
業
は
本
年
度
で

終
了
で
す
ね
。
さ
あ
、

次
の
事
業
は
何
だ
ろ

う
。
農
家
の
皆
さ
ん
、

　

期
待
し
ま
し
ょ
う
。

議員
　

農
業
予
算
は
5
年
前

と
比
較
し
27

%
程
度
も

減
少
。
町
予
算
の
わ
ず
か
4.9
％

と
な
っ
て
い
る
が
。

課長
　

来
年
度
は
下
高
橋
地

区
で
大
規
模
な
暗あ

ん
き
ょ渠
排

水
事
業
を
予
定
し
て
お
り
、
農

業
予
算
は
増
額
す
る
見
込
み
。

議員
　

国
の
重
要
文
化
財
で

あ
る
今
村
天
主
堂
へ
の

案
内
板
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

課長
　

設
置
費
用
を
確
認
の

う
え
、
費
用
対
効
果
を

も
と
に
検
討
し
た
い
。

議員
　

下
高
橋
の
信
号
の
所

に
役
場
へ
の
案
内
板
が

あ
る
。
こ
こ
に
今
村
天
主
堂
と

書
き
加
え
た
ら
ど
う
か
。

課長
　

町
設
置
の
看
板
に
役

場
と
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
の
表
示
が
あ
る
の
で
、
書
き

換
え
も
含
め
検
討
し
た
い
。

平田　康雄  議員

議員
　

10
月
か
ら
西
鉄
バ
ス

路
線
が
上
高
橋
ま
で
延

伸
さ
れ
る
が
、
停
留
所
予
定
地

に
も
案
内
板
が
必
要
で
は
。

課長
　

バ
ス
利
用
者
の
案
内

な
ど
は
、
今
後
路
線
の

延
伸
に
あ
わ
せ
検
討
し
た
い
。

補助事業で導入された施設（下高橋）

農業へ町独自の
補助事業を

早期の改修が望まれる

問.

今
村
天
主
堂
へ
の
案
内
板
の
設
置
は

費
用
対
効
果
な
ど
を
含
め
検
討
し
た
い

課
長
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議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

建
設
課
で
あ
れ
ば

も
う
少
し
取
り
締
り

を
行
う
べ
き
だ
と
思

う
け
れ
ど
、
県
頼
み
。

数値は把握していない町長

松熊 武比古  議員

議員
　

町
内
の
不
法
建
築
物

の
件
数
は
。

課長
　

建
築
基
準
法
に
も
と

づ
く
違
反
建
築
物
に
対

す
る
措
置
は
福
岡
県
が
実
施
し

て
い
る
た
め
、把
握
し
て
い
な
い
。

議員
　

役
場
で
も
い
ち
お
う

検
査
は
し
て
い
る
と
思

う
が
、
建
設
課
で
は
不
法
建
築

は
把
握
し
て
い
な
い
の
か
。

課長
　

建
築
行
政
に
か
か
る

も
の
は
県
で
行
っ
て
い

る
た
め
、
町
の
ほ
う
で
パ
ト
ロ

ー
ル
は
行
っ
て
い
な
い
。

議員
　

不
法
建
築
物
が
あ
っ

た
場
合
の
対
処
方
法
は
。

課長
　

町
へ
違
反
建
築
物
に

関
す
る
連
絡
な
ど
が
あ

っ
た
場
合
は
福
岡
県
へ
通
報
し

て
い
る
。
県
で
は
現
地
確
認
と

調
査
の
う
え
、
建
築
基
準
法
に

も
と
づ
き
当
該
建
築
物
の
除

去
・
移
転
・
改
築
・
使
用
禁
止

な
ど
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

議員
　

消
防
団
の
会
計
報
告

に
つ
い
て
、
昨
年
の
12

月
に
質
問
し
た
が
、
そ
の
後
各

分
団
か
ら
は
報
告
さ
れ
た
か
。

課長
　

消
防
団
運
営
費
の

24
万
円
の
使
途
は
報
告

さ
れ
て
い
る
。

議員
　

区
民
が
提
供
し
て
い

る
補
助
金
に
つ
い
て
は

各
分
団
で
管
理
し
て
下
さ
い
、

町
と
は
関
係
は
な
い
と
言
う
こ

と
か
。

課長
　

各
分
団
そ
れ
ぞ
れ
事

情
も
あ
る
の
で
各
分
団

の
会
計
に
町
は
指
示
で
き
な
い
。

町内の不法建築物は

建築基準法の役割は？

車
の
安
全
装
置
の
補
助
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

議員
　

町
の
交
通
網
を
整
備

す
る
考
え
は
。

課長
　

町
民
の
暮
ら
し
に
合

っ
た
補
完
的
な
公
共
交

通
を
調
査
検
討
す
る
。

安全運転啓発運動を
行っている

高橋　直也  議員

高齢運転者への
支援策は

議員
　

近
年
、
ブ
レ
ー
キ
と

ア
ク
セ
ル
の
誤
操
作
な

ど
に
よ
る
高
齢
者
の
事
故
が
多

い
。
運
転
に
不
安
が
あ
る
高
齢

者
の
運
転
は
、
住
民
や
児
童
た

ち
に
も
決
し
て
安
心
で
き
る
環

境
で
は
な
い
。
町
の
対
応
は
。

課長
　

町
と
し
て
も
小
郡
警

察
署
な
ど
と
連
携
し
、

ミ
ニ
デ
イ
で
高
齢
者
安
全
運
転

講
習
会
を
実
施
す
る
な
ど
啓
発

運
動
を
行
っ
て
い
る
。

議員
　

高
齢
者
に
免
許
証
を

返
納
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
町
の
支
援
策
は
。

課長
　

今
後
、
タ
ク
シ
ー
券
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
発
行
、

議員
　

雨
の
日
も
風
の
日

も
、
子
ど
も
た
ち
が

安
全
で
安
心
に
学
校
に
通
え
る

よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
努

め
る
見
守
り
隊
の
皆
さ
ん
こ

そ
、
町
で
表
彰
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

課長
　

個
人
の
場
合
に
は
12

年
の
活
動
経
歴
、
団
体

の
場
合
に
は
20
年
と
い
う
町
の

表
彰
規
定
が
あ
る
。
将
来
20
年

に
な
っ
た
場
合
に
は
、
ぜ
ひ
表

彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問.

消
防
団
の
会
計
報
告
は

使
途
は
報
告
さ
れ
て
い
る

課
長

問.

見
守
り
隊
員
に
町
の
表
彰
を

町
の
表
彰
規
定
に
合
わ
せ
て
表
彰
す
る

課
長
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車
の
安
全
装
置
の
補
助
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

議員
　

町
の
交
通
網
を
整
備

す
る
考
え
は
。

課長
　

町
民
の
暮
ら
し
に
合

っ
た
補
完
的
な
公
共
交

通
を
調
査
検
討
す
る
。

安全運転啓発運動を
行っている

町長

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

見
守
り
隊
員
の

日
々
の
活
動
の
お
か
げ

で
、
子
ど
も
た
ち
の

安
心
な
笑
顔
が
輝
い

て
い
ま
す
。

　

感
謝
し
ま
す
。

高齢運転者への
支援策は

議員
　

近
年
、
ブ
レ
ー
キ
と

ア
ク
セ
ル
の
誤
操
作
な

ど
に
よ
る
高
齢
者
の
事
故
が
多

い
。
運
転
に
不
安
が
あ
る
高
齢

者
の
運
転
は
、
住
民
や
児
童
た

ち
に
も
決
し
て
安
心
で
き
る
環

境
で
は
な
い
。
町
の
対
応
は
。

課長
　

町
と
し
て
も
小
郡
警

察
署
な
ど
と
連
携
し
、

ミ
ニ
デ
イ
で
高
齢
者
安
全
運
転

講
習
会
を
実
施
す
る
な
ど
啓
発

運
動
を
行
っ
て
い
る
。

議員
　

高
齢
者
に
免
許
証
を

返
納
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
町
の
支
援
策
は
。

課長
　

今
後
、
タ
ク
シ
ー
券
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
発
行
、

議員
　

雨
の
日
も
風
の
日

も
、
子
ど
も
た
ち
が

安
全
で
安
心
に
学
校
に
通
え
る

よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
努

め
る
見
守
り
隊
の
皆
さ
ん
こ

そ
、
町
で
表
彰
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

課長
　

個
人
の
場
合
に
は
12

年
の
活
動
経
歴
、
団
体

の
場
合
に
は
20
年
と
い
う
町
の

表
彰
規
定
が
あ
る
。
将
来
20
年

に
な
っ
た
場
合
に
は
、
ぜ
ひ
表

彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

課長

議員
　

町
道
・
農
道
へ
の
地

方
交
付
金
の
額
は
。
活

用
方
法
は
。

課長
　

約
７
６
０
０
万
円
。

町
道
の
新
設
、
維
持
、

補
修
な
ど
に
活
用
し
て
い
る
。

議員
　

道
路
の
ク
ロ
ス
マ
ー

ク
と
側
道
横
の
外
側
線

の
点
検
は
。

十分に行っていく

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

小
・
中
学
生
の
通

学
路
を
運
転
し
、
自

分
も
高
齢
者
で
あ
る

こ
と
を
再
認
識
し
、

安
全
運
転
を
心
が
け

　

る
日
で
し
た
。

課長
　

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
で

は
舗
装
や
側
溝
の
補
修

箇
所
を
優
先
的
に
確
認
し
て
い

た
が
、
今
後
は
交
差
点
へ
の
注

意
喚
起
の
た
め
の
ク
ロ
ス
マ
ー

ク
や
外
側
線
も
確
認
す
る
。

議員
　

菊
池
校
区
・
甲
条
・

高
樋
区
の
通
学
路
の
７

割
ほ
ど
は
ク
ロ
ス
マ
ー
ク
が
表

示
さ
れ
て
い
る
が
、
甲
条
か
ら

中
学
校
に
行
く
道
路
は
外
側
線

が
消
え
て
い
る
。
今
年
事
故
が

発
生
し
た
山
隈
の
交
差
点
は
ク

ロ
ス
マ
ー
ク
が
必
要
と
思
う
が
。

課長
　

ク
ロ
ス
マ
ー
ク
や
外

側
線
に
つ
い
て
も
十
分

点
検
し
て
い
き
た
い
。

議員
　

最
近
、
テ
レ
ビ
や

新
聞
な
ど
で
高
齢
者

の
事
故
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

高
齢
の
人
は
免
許
を
返
納
し
た

い
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、

そ
の
機
会
が
な
い
よ
う
だ
。
町

の
自
立
支
援
事
業
と
し
て
１
万

円
な
り
助
成
を
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

課長
　

小
郡
警
察
署
へ
届
け

出
さ
れ
た
高
齢
者
の
免

許
証
返
納
の
件
数
は
、
一
昨
年

が
30
件
、
昨
年
が
31
件
、
本
年

度
は
4
月
末
で
12
件
で
あ
る
。

現
在
、
町
で
は
運
転
免
許
証
返

黒木　德勝  議員

納
者
に
対
し
補
助
金
は
出
し
て

い
な
い
が
、
今
後
、
高
齢
者
の

事
故
防
止
の
一
環
と
し
て
、
免

許
証
返
納
や
自
動
車
の
安
全
対

策
装
置
の
補
助
も
含
め
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

交差点の存在を知らせるマーク（北鵜木）

道路のクロスマークなど
の点検は

新しい巡回バス（大刀洗校区）

問.

高
齢
者
の
免
許
証
返
納
に
支
援
を

安
全
対
策
装
置
も
含
め
検
討

課
長
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教育長
　

調
整
し
て
可
能
で
あ

れ
ば
実
施
し
て
い
く
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

子
ど
も
た
ち
の
学

力
を
伸
ば
す
の
が
重

要
だ
と
思
う
が
・・・
。

募集は
禁止していない

教育長

平田　利治  議員

議員
　

本
郷
地
区
で
は
、

５
年
前
か
ら
中
学
生

向
け
に
ふ
れ
あ
い
塾
を
開
講
し

て
い
る
が
、
塾
生
の
新
規
募
集

が
中
学
校
で
で
き
な
く
な
っ
た

理
由
は
。

教育長
　

募
集
を
禁
止
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。

　

チ
ラ
シ
配
布
の
事
前
協
議
も

な
く
、
開
設
の
趣
旨
も
把
握
し

て
い
な
い
た
め
、
校
内
で
の
配

布
を
お
断
り
し
た
。

議員
　

昨
年
、
ふ
れ
あ
い
塾

の
塾
長
と
中
学
の
授
業

を
見
学
し
た
際
に
、
プ
リ
ン
ト

授
業
の
こ
と
で
校
長
に
意
見
を

申
し
上
げ
た
が
、
そ
の
対
抗
措

置
か
。

教育長
　

塾
の
趣
旨
、
人
数
な

ど
事
前
に
協
議
が
あ
っ

て
し
か
る
べ
き
と
考
え
る
。
教

育
活
動
と
は
集
団
学
習
、
部
活

動
、
話
し
合
い
活
動
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
面
が
あ
り
、
授
業
を
２

時
間
だ
け
見
て
学
校
教
育
を
評

論
さ
れ
る
の
は
心
外
。

議員
　

Ｙ
商
事
が
水
路
に
排

水
を
流
し
て
い
る
が
、

以
前
に
も
増
し
て
悪
臭
を
放
っ

て
い
る
。
そ
の
後
の
指
導
は
。

課長
　

事
業
所
の
担
当
者
に

改
善
を
指
導
し
て
い

る
。
県
と
も
協
力
し
て
汚
水
処

理
装
置
の
適
切
な
維
持
管
理
や

下
水
道
へ
の
接
続
を
引
き
続
き

要
請
し
て
い
き
た
い
。

議員
　

地
域
住
民
の
怒
り
は

限
界
に
き
て
い
る
。
早

急
に
改
善
し
て
ほ
し
い
。

ふれあい塾の募集が
できない理由は

本郷ふれあい塾の授業風景

議員
　

町
内
の
状
況
な
ど
を

広
報
な
ど
で
住
民
に
知

ら
せ
る
と
と
も
に
、
適
切
な
処

理
法
を
周
知
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

課長
　

環
境
部
局
と
も
協
議

を
し
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

県、流域自治体との
連携を図る

安丸 眞一郎  議員

外来水草の除去を
早急に

議員
　

外
来
水
草
が
大
刀

洗
川
な
ど
に
繁
茂
し

て
い
る
が
、
河
川
管
理
者
の
県

へ
の
情
報
提
供
と
対
応
は
。

課長
　

通
報
を
受
け
て
県
が

除
去
を
実
施
。
ま
だ
大

刀
洗
公
園
の
上
流
に
除
去
さ
れ

て
い
な
い
水
草
が
あ
る
。
引
き

続
き
県
に
要
望
し
て
い
く
。

議員
　

流
域
自
治
体
と
も
情

報
共
有
と
共
同
の
除
去

作
業
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

課長
　

開
催
時
期
な
ど
は
決

め
て
な
い
が
、
上
流
域

で
あ
る
筑
前
町
と
も
協
議
を
し

て
い
き
た
い
。

議員
　

青
パ
ト
を
活
用
し
た

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実

施
状
況
は
。

教育長
　

少
年
補
導
員
が
定
期

的
に
夜
間
補
導
を
実
施

し
、
年
に
２
、３
回
は
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
合
同
で
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
大
堰
小
と
本
郷
小
で
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
し
て
下
校
時
の

見
守
り
を
実
施
し
て
い
る
。

議員
　

多
く
の
人
に
実
施
者

証
の
取
得
を
促
す
こ
と

で
地
域
の
防
犯
活
動
の
一
環
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

問.

Ｙ
商
事
へ
の
そ
の
後
の
排
水
指
導
は

引
き
続
き
指
導
し
て
い
る

課
長

☆
そ
の
ほ
か
に
、
企
業
主
導
型
保

育
園
や
ふ
る
さ
と
斎
場
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

☆
こ
の
ほ
か
に
、「
高
速
道
路
法
面

に
茂
る
樹
木
の
伐
採
、
お
よ
び

側
溝
の
維
持
・
管
理
」
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

問.

青
パ
ト
の
活
用
状
況
は

夜
間
補
導
や
下
校
時
の
見
守
り
で
活
用

課
長
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教育長
　

調
整
し
て
可
能
で
あ

れ
ば
実
施
し
て
い
く
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

議員
　

町
内
の
状
況
な
ど
を

広
報
な
ど
で
住
民
に
知

ら
せ
る
と
と
も
に
、
適
切
な
処

理
法
を
周
知
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

課長
　

環
境
部
局
と
も
協
議

を
し
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

県、流域自治体との
連携を図る

課長

　

せ
っ
か
く
回
転
灯

が
付
い
て
る
ん
で
す

か
ら
、
回
転
さ
せ
た

ほ
う
が
防
犯
効
果
は

上
が
り
ま
す
よ
ね
。

外来水草の除去を
早急に

議員
　

外
来
水
草
が
大
刀

洗
川
な
ど
に
繁
茂
し

て
い
る
が
、
河
川
管
理
者
の
県

へ
の
情
報
提
供
と
対
応
は
。

課長
　

通
報
を
受
け
て
県
が

除
去
を
実
施
。
ま
だ
大

刀
洗
公
園
の
上
流
に
除
去
さ
れ

て
い
な
い
水
草
が
あ
る
。
引
き

続
き
県
に
要
望
し
て
い
く
。

議員
　

流
域
自
治
体
と
も
情

報
共
有
と
共
同
の
除
去

作
業
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

課長
　

開
催
時
期
な
ど
は
決

め
て
な
い
が
、
上
流
域

で
あ
る
筑
前
町
と
も
協
議
を
し

て
い
き
た
い
。

議員
　

青
パ
ト
を
活
用
し
た

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実

施
状
況
は
。

教育長
　

少
年
補
導
員
が
定
期

的
に
夜
間
補
導
を
実
施

し
、
年
に
２
、３
回
は
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
合
同
で
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
大
堰
小
と
本
郷
小
で
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
し
て
下
校
時
の

見
守
り
を
実
施
し
て
い
る
。

議員
　

多
く
の
人
に
実
施
者

証
の
取
得
を
促
す
こ
と

で
地
域
の
防
犯
活
動
の
一
環
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

町長

議員
　

高
齢
化
対
策
や
通
学

な
ど
町
内
の
交
通
手
段

確
保
を
求
め
る
声
は
大
き
い
。

今
す
ぐ
は
無
理
と
し
て
も
、
５

年
先
の
住
民
状
況
を
研
究
し
、

町
と
し
て
総
合
的
な
公
共
交
通

計
画
を
示
す
べ
き
で
は
。

町長
　

西
鉄
バ
ス
の
延
伸
、

鉄
道
の
維
持
推
進
な
ど

総合計画のなかで
課題を検討

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

交
通
も
住
宅
政
策

も
、
長
期
的
、
横
断
的

な
視
野
で
各
課
題
を

結
び
付
け
て
改
善
を
。

対
策
を
行
っ
て
い
る
。
町
に
は

公
共
交
通
計
画
の
策
定
義
務
は

な
く
、
策
定
予
定
も
な
い
が
、

町
の
総
合
計
画
で
現
状
と
課
題

を
整
理
し
検
討
し
て
い
る
。

議員
　

運
賃
助
成
な
ど
、
免

許
返
納
者
へ
の
支
援
と

公
共
交
通
の
整
備
を
一
体
に
進

め
て
ほ
し
い
。
西
鉄
バ
ス
北
野

線
を
役
場
ま
で
伸
ば
せ
な
い
か

と
の
声
が
多
い
が
。

課長
　

10
月
か
ら
上
高
橋
ま

で
の
延
伸
を
計
画
し
て

い
る
が
、
事
業
者
と
協
議
の
結

果
、
役
場
ま
で
の
延
伸
は
費
用
、

車
両
運
用
な
ど
の
点
か
ら
困
難

と
判
断
し
た
。
今
後
の
課
題
と

考
え
て
い
る
。

議員
　

景
気
悪
化
や
社
会
情

勢
の
変
化
で
、
今
後
も

低
負
担
の
住
宅
需
要
が
増
加
す

る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
町
営
住

宅
な
ど
町
の
政
策
は
。

課長
　

町
営
住
宅
は
4
か
所

53
戸
。
大
堰
以
外
は
耐

用
年
数
の
残
り
が
10
年
未
満
で

あ
り
、
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

い
て
補
修
、
活
用
す
る
。

議員
　

民
間
賃
貸
住
宅
や
空

き
家
を
活
用
し
た
家
賃

補
助
も
全
国
で
広
が
っ
て
お

り
、
町
の
住
宅
計
画
に
も
そ
の

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
。

平山　賢治  議員

課長
　

検
討
は
し
て
い
な
い
。

延伸が予定されている西鉄北野線のバス

町内の総合的な
交通政策を

川面を埋め尽くした外来水草（大刀洗公園）

問.

住
宅
政
策
の
今
後
は

現
在
の
町
営
住
宅
を
維
持
・
活
用

課
長

☆
こ
の
ほ
か
に
、
産
後
ケ
ア
の
充

実
に
つ
い
て
質
問
し
た
。



町が出資する団体の
経営状況は

㈱
た
ち
あ
ら
い（
葬
祭
場
）

社
会
福
祉
協
議
会

土
地
開
発
公
社

　
27
年
　
62
件
　
　
６
０
１
７
万
円

　
28
年
　
59
件
　
　
５
４
３
６
万
円

　
29
年
　
48
件
　
　
４
４
６
２
万
円

実
施
し
た
。

　
本
年
度
も
住
民
参
加
、
協
力
に
よ
る

福
祉
社
会
の
実
現
に
向
け
て
総
合
的
な

支
援
体
制
を
強
化
す
る
。

　
今
後
、
土
地
開
発
公
社
を
存
続
す
る

か
解
散
す
る
か
議
論
が
必
要
。

　
30
年
度
の
葬
儀
件
数
は
60
件
（
大
斎

場
34
件
、
小
斎
場
21
件
、
直
葬
な
ど
５

件
）
で
総
収
入
は
５
２
８
０
万
円
。
町

へ
500
万
円
を
寄
附
し
た
。

　
令
和
元
年
度
は
65
件
、
５
４
０
０
万

円
の
売
り
上
げ
を
目
標
と
し
て
い
る
。

過
去
の
実
績

　
26
年
　
46
件
　
　
５
２
８
２
万
円

　
総
事
業
費
４
億
４
５
８
１
万
円
で
、

う
ち
大
堰
保
育
所
の
運
営
費
が
１
億
３

６
９
１
万
円
、
本
郷
保
育
所
が
２
億
４

１
６
４
万
円
を
占
め
る
。

　
地
域
福
祉
の
向
上
で
は
、
地
域
福
祉

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
採
用
し
、
地
域

や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援

事
業
（
通
い
の
場
）
を
５
行
政
区
で

　
30
年
度
は
山
隈
の
上
下
団
地
４
７
８

５
㎡
を
５
７
９
０
万
円
で
売
却
し
た
。

こ
れ
で
土
地
開
発
公
社
の
保
有
地
は
な

く
な
っ
た
。

　
資
産
は
資
本
金
（
町
か
ら
の
出
資
金

500
万
円
）
を
含
め
６
７
０
０
万
円
。
負

債
は
長
期
借
入
金
７
１
０
０
万
円
が
あ

り
、
差
し
引
き
財
産
は
▲
400
万
円
と
な

っ
た
。

㈱たちあらいとは

大刀洗町社会福祉協議会とは

土地開発公社とは

　
平
成
25
年
に
設
立
。
町
が
建

設
し
た
葬
祭
場
「
ふ
る
さ
と
」

の
指
定
管
理
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
必
要
に
応
じ
て
人
形
供
養

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
。
出

資
金
は
900
万
円
、
社
長
は
安
丸

国
勝
氏
。

　
昭
和
49
年
設
立
。
公
共
事
業

な
ど
の
た
め
町
が
必
要
と
す
る

土
地
を
先
行
取
得
し
た
り
、
住

宅
用
地
や
工
業
用
地
を
取
得
、

造
成
、
販
売
す
る
た
め
の
公
社
。

理
事
長
は
中
山
哲
志
氏
。

　
社
会
福
祉
法
で
定
め
ら
れ

た
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
団
体
（
民

間
の
社
会
福
祉
法
人
）。

　
町
社
協
は
平
成
５
年
に
法
人

化
さ
れ
、
21
年
度
か
ら
は
本
郷

と
大
堰
保
育
園
の
運
営
も
行
っ

て
い
る
。

たちあらい 議会だより  第163号
令和元年7月発行 14

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

保
育
園
に
お
け
る

食
育
は
、
園
に
よ
っ

て
取
り
組
み
に
バ
ラ

つ
き
が
あ
る
の
が
気

　

に
な
る
な
ー
。

花等　順子  議員

議員
　

６
月
は
食
育
推
進
月

間
で
あ
る
。
小
中
学
校

で
は
子
ど
も
が
作
る
弁
当
の
日

が
設
け
ら
れ
食
育
が
進
ん
だ
が

条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
な
い
。

町
の
取
り
組
み
は
。

課長
　

ご
み
削
減
の
一
環
と

し
て
、
役
場
で
は
27
年

度
か
ら
マ
イ
弁
当
、
マ
イ
ボ
ト

ル
の
日
を
月
２
回
設
け
て
い

る
。
他
の
機
関
か
ら
食
育
も
絡

め
た
い
と
要
請
が
あ
れ
ば
、
協

力
し
て
い
き
た
い
。

　

条
例
は
制
定
し
て
い
な
い
が

第
３
次
食
育
推
進
基
本
計
画
を

策
定
し
て
い
る
。

議員
　

食
育
推
進
協
議
会
は

開
催
し
て
い
る
か
。
名

簿
は
あ
る
か
。

課長
　

こ
こ
数
年
は
会
計
報

告
が
な
く
な
っ
た
の
で

開
催
し
て
い
な
い
。
名
簿
は
役

職
名
だ
け
で
個
人
名
は
入
っ
て

い
な
い
。

町長
　

健
康
づ
く
り
で
体
操

は
が
ん
ば
っ
て
い
る

が
、
食
育
は
対
策
が
足
り
て
い

な
い
の
で
力
を
入
れ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

議員
　

町
長
は
４
選
出
馬
の

意
向
は
あ
る
か
。
ま
た
、

１
期
目
の
公
約
で
は
次
回
町
長

選
は
９
月
の
町
議
選
と
同
日
選

挙
に
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
。

町長
　

１
期
目
の
マ
ニ
ュ
フ

ェ
ス
ト
に
は
同
日
選
挙

を
う
た
っ
て
い
た
が
、
公
選
法

に
よ
り
非
効
率
と
な
る
た
め
２

期
目
以
降
は
外
し
た
。

　

４
期
目
の
出
馬
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
支
援
い
た
だ
い
た
地

域
の
皆
さ
ん
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
今
後
判
断
す
る
。
今
後
も

健
全
財
政
を
維
持
し
な
が
ら
町

政
運
営
に
あ
た
る
。

食育は推進できているか

月１回の手作り弁当の日（海の星保育園）

町長 健康づくりの一環として
取り組む

問.

町
長
の
４
選
出
馬
は

今
後
判
断
し
た
い

町
長

☆
こ
の
ほ
か
に
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
関
し
て
質
問
し
た
。



受け入れました
　議会だよりの編集や議会の活性化について、全国からの
視察を受け入れ、意見交換を進めています。

　５月28日に東京で開催
され、正副議長が参加しま
した。
①すぐれた議会活動に学ぶ

　　特別表彰を受けた長野
県喬木村、鳥取県若桜
町、京都府与謝野町の各
議会から報告。
　　どの議会も、開かれた議会、住民とともに歩む議会を
目指し、議会報告会や意見交換会、子ども議会などを積
極的に開催。当町議会でも、報告会や意見交換をさらに
充実させ、町民の付託にこたえる議会へさらに研鑽を積
まなければならないと感じました。

②町村議会議員の議員報酬などのありかたは

　　町村議員のなり手不足解消のため、検討委員会で議論
され、３人のパネラーから最終報告がありました。
　　なお、大刀洗町議会では、定数や報酬について今期は
目立った議論はありませんでした。

視察を

■議会広報

宮城県加美町議会

和歌山県美浜町議会

石川県津幡町議会

■議会運営

沖縄県中部地方
　　　　　町村議長会

宮崎県東臼杵郡議長会

―全国町村議会 正副議長研修会―

５～７月
（予定含む）

これからの

町村議会を考える

たかぎ わかさ

よ さ の

沖縄県中部地方の議長さんたちと

町が出資する団体の
経営状況は

㈱
た
ち
あ
ら
い（
葬
祭
場
）

社
会
福
祉
協
議
会

土
地
開
発
公
社

　
27
年
　
62
件
　
　
６
０
１
７
万
円

　
28
年
　
59
件
　
　
５
４
３
６
万
円

　
29
年
　
48
件
　
　
４
４
６
２
万
円

実
施
し
た
。

　
本
年
度
も
住
民
参
加
、
協
力
に
よ
る

福
祉
社
会
の
実
現
に
向
け
て
総
合
的
な

支
援
体
制
を
強
化
す
る
。

　
今
後
、
土
地
開
発
公
社
を
存
続
す
る

か
解
散
す
る
か
議
論
が
必
要
。

　
30
年
度
の
葬
儀
件
数
は
60
件
（
大
斎

場
34
件
、
小
斎
場
21
件
、
直
葬
な
ど
５

件
）
で
総
収
入
は
５
２
８
０
万
円
。
町

へ
500
万
円
を
寄
附
し
た
。

　
令
和
元
年
度
は
65
件
、
５
４
０
０
万

円
の
売
り
上
げ
を
目
標
と
し
て
い
る
。

過
去
の
実
績

　
26
年
　
46
件
　
　
５
２
８
２
万
円

　
総
事
業
費
４
億
４
５
８
１
万
円
で
、

う
ち
大
堰
保
育
所
の
運
営
費
が
１
億
３

６
９
１
万
円
、
本
郷
保
育
所
が
２
億
４

１
６
４
万
円
を
占
め
る
。

　
地
域
福
祉
の
向
上
で
は
、
地
域
福
祉

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
採
用
し
、
地
域

や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援

事
業
（
通
い
の
場
）
を
５
行
政
区
で

　
30
年
度
は
山
隈
の
上
下
団
地
４
７
８

５
㎡
を
５
７
９
０
万
円
で
売
却
し
た
。

こ
れ
で
土
地
開
発
公
社
の
保
有
地
は
な

く
な
っ
た
。

　
資
産
は
資
本
金
（
町
か
ら
の
出
資
金

500
万
円
）
を
含
め
６
７
０
０
万
円
。
負

債
は
長
期
借
入
金
７
１
０
０
万
円
が
あ

り
、
差
し
引
き
財
産
は
▲
400
万
円
と
な

っ
た
。

㈱たちあらいとは

大刀洗町社会福祉協議会とは

土地開発公社とは

　
平
成
25
年
に
設
立
。
町
が
建

設
し
た
葬
祭
場
「
ふ
る
さ
と
」

の
指
定
管
理
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
必
要
に
応
じ
て
人
形
供
養

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
。
出

資
金
は
900
万
円
、
社
長
は
安
丸

国
勝
氏
。

　
昭
和
49
年
設
立
。
公
共
事
業

な
ど
の
た
め
町
が
必
要
と
す
る

土
地
を
先
行
取
得
し
た
り
、
住

宅
用
地
や
工
業
用
地
を
取
得
、

造
成
、
販
売
す
る
た
め
の
公
社
。

理
事
長
は
中
山
哲
志
氏
。

　
社
会
福
祉
法
で
定
め
ら
れ

た
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
団
体
（
民

間
の
社
会
福
祉
法
人
）。

　
町
社
協
は
平
成
５
年
に
法
人

化
さ
れ
、
21
年
度
か
ら
は
本
郷

と
大
堰
保
育
園
の
運
営
も
行
っ

て
い
る
。
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　現議員の任期も残すところ２ヵ月となりました。
　平成26年に制定された議会基本条例にもとづ
き、住民懇談、議論の充実、情報公開など議会改革
を進めてきました。
　いまだ課題も多く、改革は道なかばです。議会が
その権能を十分に発揮できるよう、今後も不断の
努力が求められます。

　議会報告会は平成23年に第1回を開催し、今年で９
年目です。
　当初は対面方式で議会側からの説明が中心でした
が、第３回からは小テーブルごとに懇談する形式に変
更し、出された意見は議会に持ち帰って全議員で協議
し回答を作成しています。
　また、議会モニター制度を平成27年から始め、８名
の皆さんと定例会ごとに年４回意見交換し、議会運営
の改善に努めています。

　基本条例では、情報公開の徹底と住民への説
明責任がうたわれています。議会だよりでは
142号から議員ごとの賛否を公開するととも
に、質疑や討論も要約して紹介しています。
　会議は、議会の本会議をはじめ、委員会や全
員協議会、自由討議など原則的にすべて公開し
ています。28年からはインターネットで本会議
の中継、録画配信も実施しています。

　議員間の活発な議論をめざして、すべての議
案について全議員による自由討議をおこなって
います。予算・決算の特別委員会でも実施し、
議会の総意として提言書や意見を行政に提出し
ています。
　委員会活動も、年間計画の策定や視察報告に
もとづく政策提言など活性化を進めてきまし
た。６月議会では、委員会の任期や担当内容を
見直しています。
　今後、分野別の議員研修や、議会改選後の研
修、事務局の体制強化など、さらに充実が必要
と考えます。

　議員定数は、平成19年に２名減らして現在12名で
す。報酬は、行政改革の一環として平成17年から７
～９%削減したものの、その後はほぼ以前の水準に
戻っています。
　この４年間、定数や報酬についての大きな議論は
ありませんでした。
　全国的にも、町村議員のなり手不足が問題となっ
ており、定数削減でさらに立候補者が少なくなった
り、報酬が十分ではなく若い人が議員を目指しにく
いなどの課題が指摘されています。議会活性化のた
めに、どのような定数や報酬が妥当なのか、専門家や
住民の皆さんともしっかり議論する必要があります。

定数 は
議員の

報酬

寄せられたご意見・要望を議会全体の課題
として受け止め、政策提言に反映させること

聞きっぱなし、言いっぱなしが一番よくない。
議会で議論してしっかりと回答を。

進んだか？

住民の皆さんとの 情報公開は

改革は議会
議会の

は

連携

ココが
課題

住民の
声

会議案内や視察報告、議長交際費の執行状
況など、議会の活動をインターネットで公開
し、さらに透明度を高める

いろいろな会議が公開されていることを住民
は知らないのでは。もっと周知したらよい。

ココが
課題

住民の
声

議員の定数や待遇、政務活動費などについ
て総合的な検討

期末手当は、報酬月額の約３か月分が支給されます。

そのほかの制度　政務活動費…なし

　　　　　　　　会議出席時の費用弁償…なし

　　　　　　　　地方議員年金…なし

議員が多すぎるのでは。なり手不足の解
消のためよく議論してほしい。

ココが
課題

自由討議や委員会審議の充実、議事運営の
円滑化

ココが
課題

住民の
声 討議の充実は分かるが、議案のたびに休

憩して協議するのは非効率では。

住民の
声

議　　　長  （1名）

副　議　長  （1名）

常任委員長  （3名）

議　　　員  （7名）

34万1000円

27万1000円

24万6000円

24万1000円

議員の報酬月額

は進んでいるか

活性化

防災、子育て、農業振興などさまざまな意見が

円卓で自由討議を行う

本会議はインターネットでも視聴できます
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パソコンやタブレット
スマートフォンからも
ご覧いただけます。

議会の予定や結果などを
お知らせしています。

次回定例会の予定

９月2日（月）～９月9日（月）

9月5日（木）・6日（金）

インターネット
配信やってます

一般
質問

ここを
クリック‼

ページ

更新中です

お問い合わせ
☎77-4112（議会事務局）

http://www.town.tachiarai.fukuoka.jp/gikai/

大刀洗町議会 検 索

表

風

紙

景

新
有
権
者
の

「
声
」

編
集
後
記

の

　

４
月
の
初
め
て
の
選
挙

は
い
か
が
で
し
た
か
。

　

高
校
の
時
の
模
擬
選
挙

と
は
違
っ
た
感
覚
で
し
た
。

４
月
に
選
挙
事
務
を
手
伝
っ
た
時
、

期
日
前
投
票
に
意
外
と
多
く
の
友

達
が
来
ま
し
た
。
７
月
の
参
議
院

選
挙
は
、
公
約
を
し
っ
か
り
読
ん

で
投
票
先
を
選
び
ま
す
。

　

大
刀
洗
は
ど
ん
な
町
で

す
か
。

　

自
然
が
豊
か
で
落
ち
つ

い
て
生
活
で
き
ま
す
。
近

所
付
き
合
い
が
あ
り
、
人
が
や
さ

し
い
町
で
す
。
近
く
に
祖
父
母
や

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
て
、
学
校

の
先
生
に
も
恵
ま
れ
て
育
ち
ま
し

た
。
テ
ニ
ス
部
で
は
外
部
コ
ー
チ

や
先
輩
か
ら
、
技
術
だ
け
で
な
く

日
常
生
活
の
あ
り
方
ま
で
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
内
に
立
派

な
コ
ー
ト
が
８
面
あ
り
、
環
境
も

恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
刀
洗
町
に
な
に
が
必

要
と
思
い
ま
す
か
。

　

高
齢
者
施
設
は
整
っ
て

い
ま
す
が
、
買
い
物
な
ど

で
困
っ
て
い
る
高
齢
者
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
町
民
が
誰
で
も
利

用
で
き
る
巡
回
バ
ス
が
あ
る
と
、

も
っ
と
生
活
し
や
す
い
町
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　
現
メ
ン
バ
ー
で
の
編
集
・発
行
も

今
号
で
最
後
と
な
り
ま
し
た
。任
期

中
は
4
年
連
続
で
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

に
入
賞
し
、30
を
超
え
る
議
会
か
ら

の
視
察
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。議
会

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、取

材
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、配
布
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
す
べ
て
の
皆
さ
ん

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
次
期
の
広
報
委
員
に
引
き
継
げ

る
よ
う
、編
集
要
綱
や
手
順
を
整
理

中
で
す
。引
き
続
き
の
ご
愛
読
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
山
）

広
報
委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

平

山

賢

治

林
　
　

威

範

安

丸

眞

一

郎

平

田

康

雄

花

等

順

子

人
や
環
境
に

　
　
　

恵
ま
れ
た
町

東
本
郷   

渡
辺　

侑ゆ

う

り里
さ
ん

　

公
共
交
通
の
あ
り
方

を
真
剣
に
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
が
来
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
い
っ

し
ょ
に
将
来
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

（
花
等
）

聞き手から

菊
池
小
で
赤
米
を
植
え
ま
し
た
。

ま
っ
す
ぐ
そ
ろ
え
る
の
に
四
苦
八
苦
！


